
令和４年度 第１１回理事会 

 

日 時：令和５年２月３日（金）１５：３０～ 

 

場 所：森林総合研究所特別会議室（つくば市） 

 

 

Ⅰ．報 告 
 
１．森林総合研究所における一般職員（大卒）の採用について（令和５年度追加採用） 

                               （非公表） ［総務課］ 

 

２．森林総合研究所における一般職員（大卒）の採用について（令和６年度） 

                               （非公表） ［総務課］ 

 

３．令和４年度早期退職者の認定状況について ［総務課］ 

 

 

４．林木育種センターにおける一般職員（大卒程度）の採用について（令和５年度追加採用） 

                          （非公表） ［林木育種センター］ 

 
 

Ⅱ．その他 
 
１．今後の行事予定について 

 

２．主要行事 

 

３．令和５年１月に森林総合研究所が広報した研究成果 



理 事 会 資 料 

令和５年２月３日 

 

 

令和４年度早期退職者の認定状況について 

 

 組織の年齢別人員構成を適正化し組織の活性化を図るため、森林総合研究所等にお

いて早期退職者の募集を行い、下記のとおり認定したので報告する。 

                   記 

組 織 名 募集人数 応募者数 認定者数 備 考 

森林総合研究所等  ４名程度 ４名 ４名 
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令和５年２月理事会資料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 

 

今後の行事予定について 

 
会議等については、新型コロナウイルス感染拡大の状況により、時期および開催手法が変更となる場合がある。 

日 付 研
究 

整
備 

保
険 

行 事 名 等 場 所 等 

2月3日 ○   四国地域評議会 四国支所 

2月7日 ○   関西地域評議会 関西支所 

2月8日～ 

10日 
○   会計実地検査 森林総合研究所 

2月8日 ○   令和４年度林木育種成果発表会 
林木育種センター 

（オンライン開催） 

2月10日 ○   

令和4年度 岩手県林業技術センター・森林総合 

研究所東北支所・林木育種センター東北育種場 

合同成果報告会 

プラザおでって（盛岡市） 

2月13日 ○ ○  北海道地域研究成果発表会 共済ホール（札幌市） 

2月16日 ○ ○  東北地域評議会 東北支所 

2月16日   ○ 森林保険審査第三者委員会 森林保険センター 

2月22日 ○ ○  北海道地域評議会 北海道支所 

2月22日 ○ ○  九州地域評議会 九州支所 

2月22日   ○ 統合リスク管理委員会 森林保険センター 

2月27日 ○   
森林産業コミュニティ・ネットワーク（FICoN）

第6回ウェブ検討会 

森林総合研究所 

(オンライン) 

3月7日 ○   九州森林技術開発会議 九州森林管理局 

3月8日 ○ ○  東北国有林森林・林業技術協議会 東北森林管理局 

3月22日 〇   環境研究三所連絡会 多摩森林科学園 
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月 日 行 事 内 容 出 席 者

１月１３日（金） 【研】国立研究開発法人協議会総会 理事長、研究担当理事

 〃 【共】第１０回理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

１９日（木） 【研】職務発明委員会 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、法
令遵守担当理事

２５日（水） 【研】フォレストカーボンセミナー 理事長

 〃 【研】Nano Terasu(次世代放射光施設)の利活用の在り方に
関する有識者会議

企画・総務・森林保険担当理事

２６日（木） 【保】保険運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、法令遵守担当理
事、森林保険センター所長、両監事

 〃 【整】事業運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、森林業務担当理
事、法令遵守担当理事、両監事

２７日（金） 【研】国立研究開発法人イノベーション戦略会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事

２月１日（水） 【研】森林技術国際展開支援事業国際セミナー 理事長

   

主要行事（令和５年１月１３日～令和５年２月２日）

※ 【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事  の略
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研究者・担当者名 掲載誌名 論文公開時期 備考

1
ｲﾄﾞｳ ﾋﾛﾌﾐ

井道 裕史
（構造利用研究領域 ）

森林総合研究所
研究報告

2023年1月

2
ﾆｼｿﾞﾉ ﾄﾓﾋﾛ

西園朋広
（森林管理研究領域 ）

Annals of Botany 2022年12月 プレスリリース

3
ｽｽﾞｷ ｹｲ

鈴木 圭
（九州支所 ）

Journal of the
Acarological
Society of Japan

2022年11月 プレスリリース

4
ｽｽﾞｷ ｾﾂｺ

鈴木節子
（樹木分子遺伝研究領域）

Molecular Ecology
Resources

2023年1月 プレスリリース

（シンポジウム・イベント）
名称 担当 主催等 開催場所 開催日 備考

1

WOODコレクション（モクコ
レ）2023「見つける、つなげ
る、広げる、国産木材との新
たな出会い」に出展します

広報普及科
広報係

東京都（WOOD コレクション
（モクコレ）実行委員会）

東京ビッグサイト
西1・2ホール、及び
オンライン

1月31日（火）～
2月1日（水）

（オンライン）
1月17日（火）

～2月17日（金）

2
SATテクノロジー・ショー
ケース2023に出展します

研究管理科
産学官連携・
知財戦略室

つくばサイエンス・アカデミー
SATテクノロジー・ショーケー
ス2023実行委員会

つくば国際会議場 1月26日（木） ポスター発表

3

森林産業コミュニティ・ネッ
トワーク（FICoN）第6回ウェ
ブ検討会
「森林ニュービジネスの可能
性を探る」

森林総合研究
所FICoN事務
局

森林産業コミュニティ・ネット
ワーク(FICoN)
森林総合研究所

Microsoft Teamsに
よるウェブ形式

2月27日（月）

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
令和5年2月理事会資料

早生樹コウヨウザンの基準強度はアカマツ
同等 今後の建築利用に期待

広報タイトル

令和5年1月に森林総合研究所が広報した研究成果

ブナの成長を制御する根の役割
～根に始まり、根に終わるブナの命～

シカの増加がツシマヤマネコのマダニ媒介
感染症リスクを高める？
—シカが多い場所にはマダニが豊富—

日本産樹木種の70％以上を網羅するDNA
バーコードライブラリーを公開
－生態系保全など幅広い活用が可能－

注）研究成果については、いずれも国立研究開発法人森林研究・整備機構中長期計画に定める重点課題等に対応するものである。

森 林 総 合 研 究 所
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